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別紙６－Ⅰ

所管課

Ⅰ．履行確認・評価

１．維持管理業務

(1) 保守・点検

指定管理者 委託業者

〇 〇

(2) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

〇

(3) 備品購入

指定管理者 委託業者

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

指定管理者

施設名称 対象年度 令和5年度航空機整備施設

商工労働部
企業立地推進課

ANAスカイビルサービス株式会社
指定期間：令和5年4月～令和10年3月

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

年間業務計画に基
づき業務を実施

・設備保守点検
　（日常点検、週間
点検、機械・衛生
設備、電気設備）
・設備定期点検
　（エレベーター保
守点検、機械・水
質検査等）

・施設管理担当
職員が、毎日8時
半～17時半まで
常駐し、施設の維
持管理業務を実
施。

・年間計画表に
沿って業務を行
い、適切に保守・
点検が行われてい
ることを、事務所備
付の日報、月報等
でも確認。
・一部専門的な業
務（格納庫、シャッ
ター、自動ドア、エ
レベーター等）は
外部委託により実
施されている。

事業計画・事業
報告のとおり実
施されている。

適正に実施されている。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

1件50万円未満の
小規模修繕を実
施。

①高圧ケーブル
取付金具交換
②危険物保管庫
エアコン室外機
基盤交換・ヤモリ
ガード塗布
③給湯循環ポン
プ部品交換
④雑用水用加圧
給水ポンプイン
バーター交換
⑤各所扉の錆に
よる開閉不良の
修繕
⑥No.2DOCK洗
機排水ポンプの
部品交換
⑦２階客室シート
ショップの天井
ボード交換

・施設の不具合箇
所は、適切に修繕
が行われている。

事業報告のとお
り実施されてい
る。

適正に実施されている。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

必要に応じて予算
範囲内で購入。

購入実績なし
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別紙６－Ⅰ
(4) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

〇

※必要に応じて項目を追加・削除して記入すること。

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（6年度）の主な取組改善案を記入するこ
と。

１．維持管理業務
取組改善案

特に業務改善は要しない。

緊急連絡網・組織
編成を構築、事故
災害マニュアルに
従って行動する。

緊急連絡網・組
織編成表・災害
マニュアルを作
成。9月8日に防
災訓練実施。3月
4日～22日の間で
消防部分訓練を
実施。

・実績報告書で確
認。
・緊急連絡先や緊
急時マニュアル
（台風・火災・津
波）も整備されて
いる。
※消防法に基づき
年2回実施。

事業計画・事業
報告のとおり実
施されている。

適正に実施されている。
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２．運営業務

(1) 利用実績

[１) 入居率等]　※利用者数等で測れない施設は「１) 利用者数等」に代えて記載

前年比 計画比

入居率
入居企業：1

社
入居率：100%

100% 100%

入居率等を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。 Ａ

(2) 情報管理

指定管理者 委託業者

〇

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

現状分析
・課題

（事業報告書） （現地確認）

契約書等重要書
類はキャビネットに
入れ施錠管理して
いることを確認。

適正に実施され
ている。

特に業務改善は要しない。

入居企業：1社
入居率：100%

入居企業：1社
入居率：100%

評価（①利用状況）

令和4年度実績
事業計画
（目標値）

令和5年度実績
整合性の検証

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

※「２．運営業務」「３．自主事業」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和6年度）の主な取組改善案を記入す
ること。

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

特に業務改善は要しない。

 現状分析・課題

個人情報書類等
は、責任者が管理
する。

施錠可能なキャ
ビネットに保管。

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 30 アンケート内容 別紙参照

令和4年度評価 令和5年度目標

5.〈満足度〉85.4％
　・満足37.1％
　・やや満足48.3％
　・やや不満14.6％
　・不満0.0％

6.〈満足度〉68.6％
　・満足20.9％
　・やや満足47.7％
　・やや不満27.9％
　・不満3.5％

B

1.〈満足度〉99.2％
　・満足51.3％
　・やや満足47.9％
　・やや不満0.8％
　・不満0.0％

7.〈満足度〉100％
　・満足40.0％
　・やや満足60.0％
　・やや不満0.0％
　・不満0.0％

S

2-1.〈満足度〉100％
　　・満足56.7％
　　・やや満足43.3％
　　・やや不満0.0％
　　・不満0.0％

2-2.〈満足度〉100％
　　・満足53.3％
　　・やや満足46.7％
　　・やや不満0.0％
　　・不満0.0％

S

評価
（②満足度）

S

※「Ⅱ．サービスの質の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和6年度）の主な取組改善案を記入すること。

〈改善要望〉

〈改善要望〉

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定すること。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

Ⅱ．サービスの質
の確認・評価
取組改善案

総合評価
（各評価項目の平

均）

〈満足度〉
91.8％（※1）

〈満足度〉
92.2％

〈満足度〉
80.0％（※1）

・施設の不具合や入居企業からの要望等へ迅速に対応するなど、質の高いサービスを提供することにより、入居企業から高い
評価を受けている。

（自己評価）
全体を通して、
92.2%の評価を頂い
ています。
運営に関しては、概
ね評価さて例ます
が、維持管理に対し
不満項目があります
ので、入居者と連携
し、対応・改善に努
めていきます。

・入居者からは概ね評
価を得ているが、引き
続き、日常点検等施設
の状況を把握するととも
に、入居企業のニーズ
に対応するべく適切な
対応を行っていく必要
がある。

※満足度とは、指定管理者が提供するサービスに対する利用者の満足度のことをい
うものとし、回答選択肢のうち、中位を超える割合により算定するものとする。

アンケート実施方法 入居企業アンケート調査

接客対応

1.管理事務
所の対応に
関して

7.指定管理
者に関して

施設・設備

2-1.施設管
理者の対応
等に関して
（接客対応
等）

2-2.施設管
理者の対応
等に関して
（設備管理
等の対応等）

1.〈満足度〉100％
　・満足62.9％
　・やや満足37.1％
　・やや不満0.0％
　・不満0.0％

7.〈満足度〉96.6％
　・満足41.4％
　・やや満足55.2％
　・やや不満3.4％
　・不満0.0％

運
営
業
務

〈満足度〉
80.0％（※1）

〈満足度〉
80.0％（※1）

〈満足度〉
80.0％（※1）

指定管理者 現状分析・課題

2-1.〈満足度〉100％
　　・満足75.9％
　　・やや満足24.1％
　　・やや不満0.0％
　　・不満0.0％

2-2.〈満足度〉100％
　　・満足62.1％
　　・やや満足37.9％
　　・やや不満0.0％
　　・不満0.0％

維
持
管
理
業
務

施設・設備
管理

5.施設・設備
に関して

6.外構部分
に関して

評価項目
第三者（利用者等）評価

5.〈満足度〉86.1％
　・満足47.7％
　・やや満足38.4％
　・やや不満12.8％
　・不満1.2％

6.〈満足度〉67.8％
　・満足28.7％
　・やや満足39.1％
　・やや不満24.1％
　・不満8.0％

（要望への対応）
・建築物点検の委託
会社と協議し、修繕
の計画中です。

（自己評価）
年間業務計画・実
績表に基づき、施設
の点検及び保守業
務を遂行しました。
引き続き入居者へ
の影響を配慮した
維持管理に努めて
いきます。ただし、
満足度の不満傾向
が変わらないので項
目に対して、検討分
析を行っていきま
す。

・改善要望に対して、入
居企業と随時調整し、
適切に対応している。

※なお、必要に応じて、
入居企業へ対応を説明
している。解決が困難
な事案については、入
居企業の理解が得られ
るよう対応している。

（要望への対応）

（自己評価）
引き続き、入居者と
コミュニケーションを
図り、安全、快適な
環境を提供するよ
う、より一層のサービ
スに努めていきま
す。

・適正に実施されてい
る。

（要望への対応）

（自己評価）
引き続き入居者と密
に連携を取り、入居
者のニーズに対応
するべく適切な対応
を心掛けていきま
す。

・適正に実施されてい
る。

令和5年度評価

〈改善要望〉
・西風の強い雨天時に格納庫と事務
所棟の間から雨漏れが発生してい
る。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．財務状況の確認・評価

１．　　収支

(1) 収入

前年比 計画比

（％） （％）

45,908,306 41,622,000 41,622,000 90.7% 100.0%

45,908,306 41,622,000 41,622,000 90.7% 100.0%

(2) 支出

前年比 計画比

（％） （％）

22,251,301 16,747,040 21,660,555 97.3% 129.3% 給与・諸手当・社会保険等

0 1,100 0 0.0% 0.0% 業務に伴う移動交通費

12,420 36,600 18,190 146.5% 49.7% 非常時食料用

17,047 13,750 26,062 152.9% 189.5% 車両等の燃料費

1,636,676 890,043 863,629 52.8% 97.0%
作業着代、事務消耗品、
工具・器具・備品消耗品

50,659 53,900 41,332 81.6% 76.7% コピー用紙代等

2,446,296 2,544,000 2,535,874 103.7% 99.7% 50万未満の施設内修繕

400 2,200 350 87.5% 15.9%
郵送費(宅急便、切手代)、
銀行振込手数料

160,360 164,615 133,900 83.5% 81.3%
第三者賠償保険、
自動車損害保険等

18,676,175 20,590,812 20,590,810 110.3% 100.0%
設備管理費(空調説点検、エレ
ベーター点検、水質管理業務
等)

573,583 577,940 508,762 88.7% 88.0%
PC、複合機賃借料・携帯電話、
電話回線賃借料等

42,900 0 0 0.0% 0.0% 什器等

40,489 0 0 0.0% 0.0%

45,908,306 41,622,000 46,379,464 101.0% 111.4%

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

人件費

旅費

保険料

委託料

合計（Ｂ）

備品購入費

教育訓練費

〈現状分析・課題〉

前年比主な増加理由
食料費：令和4年度より長期間の台風が発生し、非常用食料の購入が増加したため。
燃料費：世界情勢の変動により燃料費高騰のため。
修繕費：前年より予算増額のため。
委託料：3年毎のフロン点検を実施ため。

前年比主な減少理由
消耗品費：事業計画時から前年度より減額したため。
備品購入費：什器等を購入の予定がなかったため。
教育訓練費：費用を弊社負担としたため。

使用料及び賃借料

印刷製本費

修繕費

通信運搬費、手数料

食料費

燃料費

消耗品費

・指定管理料のみが収入となっている。

支出項目 令和4年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後) 令和5年度実績 特記事項（変更理由等）

特記事項（変更理由等）

合計（Ａ）

〈現状分析・課題〉

指定管理料

収入項目 令和4年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後) 令和5年度実績
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２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「Ⅲ．財務状況の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和6年度）の主な取組改善案を記入すること。

【経営分析指標の評価の考え方】

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっているか確認
する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。また、計画等に
対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

外部委託費比率 外部委託費合計／支出
過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外部委託の
活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

人件費比率 人件費／支出

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるものか、その要
因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費の増加が
ある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

〈現状分析・課題〉

・指定管理者の収入は、指定管理料のみであり、概ね計画通りに執行されている。
・令和5年度において、人件費の削減を試みたがコロナの5類移行により、ANAグループ全体の業績が回復し賞与の増額支給等の影響で計画より大幅に増額収支と
なりました。

評価（③財務状況） C

事業収支 収入－支出
事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化のための方
策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

Ⅲ．財務状況の確認・評価
取組改善案

評価指標 計算方法 評価の考え方

44.4%

116.1%
人件費比率

48.5% 40.2% 46.7% 96.4%

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

（人件費／支出(Ｂ)）

外部委託費比率（委託費のみ）
40.7% 49.5% 109.1% 89.7%

-11.4%

0.0% 0.0%

（事業収支(Ｃ)／収入合計(Ｂ)）
-11.4%

事業収支（Ｃ）
0 0 -4,757,464

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）

収益率
0.0% 0.0% -11.4%

令和5年度実績 特記事項（変更理由等）評価指標 令和4年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後)

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 令和8年度

①利用状況 利用者数 100%

②満足度 満足度 80%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0.3%以内

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 100% 100% 100% 100% 100%
Ａ

（10点）
100%

②満足度 満足度 91.8% 80.0% 92% 100.4% 115.3%

施設・設備・外構部に対
しての不満項目がありま
すので、入居者と連携
し、対応・改善に努めて
いきます。

S
（20点）

80%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0.0% 0.3% 0.0% -11.4% -11.4%
引き続き、管理していき
ます。

C
（-5点）

0.3%以内

A
（30点）

※重点取組事項の「評価指標」には具体的な取組内容を記載すること。
※「総合評価欄」には、モニタリングの実施結果に基づき、施設の管理運営が適正に行われているか所見を記載すること。
※「現状分析・課題」、「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「令和6年度目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

・委託費、人件費の増額の影響で計画より増額収支となった。業務の効率化、合理化により、経費の圧縮に努めていただく必要がある。

評価項目

成
果
指
標

令和6年度
目標値

評価
（点数）

令和5年度
実績

評価指標
事業計画
（目標値）

令和4年度実績 現状分析・課題

評価項目 目標設定の考え方

入居率は、入居企業が1
社となるため、100%を継
続維持する。

4段階評価の3以上80%を
目標として設定。

成
果
指
標

令和6年度 令和7年度

100%

80%

令和9年度

・引き続き、日常点検実施
等施設の状況を把握すると
ともに、入居企業のニーズ
に対応するべく適切な対応
を行っていく必要がある。

利便性向
上

安全安心

0.3%以内

100%

80%

0.3%以内

・委託費、人件費の増額の
影響で計画より増額収支と
なった。業務の効率化、合
理化により、経費の圧縮に
努めていただく必要があ
る。

0.3%以内

取組改善案

100%

80%

・入居者からは概ね評価を
得ているが、引き続き、日常
点検等施設の状況を把握
するとともに、入居企業の
ニーズに対応するべく適切
な対応を行っていく必要が
ある。

過年度実績を考慮し、目
標として設定。

利便性向
上

安全安心

入居者がより快適に、且
つ業務遂行にあたり、支
障の無いように、取り組
むことができた。

Ａ
（５点）

総合評価
入居企業のニーズに丁寧な対応されていることにより高い評価を受けており、満足度
を高めていると考えられる。施設・設備・外構部分については、まだ課題や要望があ
るため、県も協力して改善していきたい。

活
動
指
標

④重点取組事項
利便性向上
安全安心

利便性向
上

安全安心

利便性向
上

安全安心

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【各評価項目点数】

【総合評価基準】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準
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経営状況分析シート　【施設名称：航空機整備施設】
直営 指定管理

単位 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
目標 ％ － 100% 100% 100% 100% 100% 100%

実績 ％ － 100% 100% 100% 100% 100% 100%
目標比 ％ － 100% 100% 100% 100% 100% 100%
H29比 ％ － - - - - - -

千円 － 15,673 44,071 48,851 47,147 47,263 41,622
％ － 91.6% 96.4% 100.9% 100.8% 103.0% 89.7%

千円 － - - - - - -
％ － - - - - - -

千円 － 15,673 44,071 48,851 47,147 47,263 41,622
管理費計 千円 － 17,112 45,695 48,416 46,788 45,908 46,379

千円 － -1,439 -1,624 435 359 1,355 -4,757
％ － -9.2% -3.7% 0.9% 0.8% 2.9% -11.4%
円 － - - - - - -
円 － - - - - - -
円 － - - - - - -

※施設の特性に応じて、経営状況の分析に適した指標の追加・削除や、表示方法の修正を行うこと。
※グラフは直近10年間の実績で作成すること。指定管理者制度導入前に直営の期間がある施設については、

指定管理者制度導入直前１年間のデータも含めて作成すること。

実績変動の要因分析

令和3年度 令和2年度に引き続き指定管理を実施。

令和1年度に引き続き指定管理を実施。

指標

成果指標
利用者数

財務指標

指定管理料
 県負担割合（指定管理料／管理費計）

利用料金収入
 利用料金比率（利用料金収入／収入計）

収入計

収支
収益率（収支／収入計）

/単位
一人あたり管理コスト

令和4年度

一人あたり指定管理料
一人あたり利用料金収入

令和5年度
5年毎の入札に応募。入札を取れたため、令和4年度に引き続き指定管理を実施。
人件費の削減を見込んだが令和4年度と変化はなかった。

令和3年度に引き続き指定管理を実施。

令和1年度 年度当初からの航空機整備施設の指定管理を実施。

平成30年10月末に施設が完成、本施設での指定管理者の業務は11月1日から開始。平成30年度

令和2年度
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